
概ね予定どおり

概ね予定どおり

個別目標 計画策定時の状況 現在の状況 2023年度の目標

１ がん患者の５年相対生存率（全年齢）
【大阪府がん登録】

61.0％
【平成21（2009）年

診断患者】

60.7%
【平成25（2013）年

診断患者】
改善

モニタリング指標 計画策定時の状況 現在の状況

1 年間新入院がん患者数
【がん診療拠点病院現況報告】

165,061名／64病院
（小児がん除く）
【平成28（2016）年】

155,759／66病院
（小児がん除く）
【令和３（2021）年】

２ 悪性腫瘍手術件数
【がん診療拠点病院現況報告】

54,603件／64病院
（小児がん除く）
【平成28（2016）年】

56,297件／66病院
（小児がん除く）
【令和３（2021）年】

３ 放射線治療延べ患者数
【がん診療拠点病院現況報告】

17,381名／64病院
（小児がん除く）
【平成28（2016）年】

21,082名／66病院
（小児がん除く）
【令和３（2021）年】

４ 外来化学療法延べ患者数
【がん診療拠点病院現況報告】

31,607名／64病院
（小児がん除く）
【平成28（2016）年】

113,874名／66病院
（小児がん除く）
【令和３（2021）年】

５
地域連携クリティカルパスを適用した
延べ患者数
【がん診療拠点病院現況報告】

697名／64病院
（小児がん除く）

【平成29（2017）年4⽉〜７⽉】

5,175名／66病院
（小児がん除く）
【令和３（2021）年】

※集計期間に変更あり（３か月間→１年間）

１ がん医療の充実
（１）医療提供体制の充実 計画Ｐ50-51

≪第３期大阪府がん対策推進計画における個別目標及びモニタリング指標≫

資料3第３期大阪府がん対策推進計画の進捗管理について

現状･課題 ◆がん診療拠点病院を通じて、がん医療の均てん化を進めるとともに、二次医療圏毎に地域の実
情に応じて、地域連携の一層の充実を図る必要がある。

本年度の
取組

《がん診療拠点病院の機能強化》
■がん診療連携拠点病院の機能強化を目的とした補助金を交付（14病院）
■がん診療施設の設備整備に係る補助金を交付（11病院）
■国拠点病院の指定更新推薦【現況報告：18病院】
■府指定病院の指定【現況報告：48病院、小児現況報告：2病院】
《がん医療連携体制の充実》
■地域連携強化事業の実施。
■大阪府がん診療連携協議会と連携し、がん患者の悩みやニーズに関する実態調査を実施
《人材育成の充実》
■大阪府がん診療連携協議会と連携して拠点病院の訪問を行い、好事例等の収集や情報共有、
要件充足状況の確認を実施【国拠点：９病院、府拠点：５病院】

今後の
取組予定
（調整中）

《課題》
■府内がん医療提供体制の均てん化の推進。
■各圏域のがん診療ネットワーク協議会における取り組み内容の充実。
《次年度の取組》
■大阪府がん診療連携協議会と連携し、さらなるがん医療提供の充実を図る。
■各圏域がん診療ネットワーク協議会におけるがん登録を用いた分析等の実施

最終予算
(案)

がん診療拠点病院機能強化事業（133,316千円）、がん医療提供体制等充実強化事業（50,572千
円）、地域医療連携強化事業（4,447千円）
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概ね予定どおり

個別目標 計画策定時の状況 現在の状況 2023年度の
目標

１

がん患者の緩和ケアに対する満足度
（痛み、不安、治療方法や療養場所、経済面、
家族への配慮等への対応に係る非常に思う、
そう思う平均値）
【がん患者ニーズ調査】

58.6％
【平成28（2016）

年度】

61.6％
【令和元（2019）

年度】
100％

モニタリング指標 計画策定時の状況 現在の状況

1 緩和ケアチームの新規診療症例数
【がん診療拠点病院現況報告】

10,885件／64病院
（小児がん除く）
【平成28（2016）年】

14,097件／67病院
（小児がん除く）
【令和2（2020）年】

2 緩和ケア研修累積受講者数
【大阪府調べ】

10,788名(ｺﾒﾃﾞｨｶﾙ含む)
【平成29年12月末日現在】

15,829名(ｺﾒﾃﾞｨｶﾙ含む)
【令和4年11月末日現在】

3 在宅緩和ケアに取組む医療機関数
【がん診療拠点病院現況報告】

965医療機関／64病院
（小児がん除く）

【平成29（2017）年9月1日現在】

1,497医療機関／67病院
（小児がん除く）

【令和2（2020）年9月1日現在】

4
がん患者の緩和ケアに対する
理解度の向上（知らない・あまり知
らないの合計）
【がん患者ニーズ調査】

49.6％
【平成28（2016）年度】

41.4％
【令和元（2019）年度】

１ がん医療の充実

≪第３期大阪府がん対策推進計画における個別目標及びモニタリング指標≫

（２）小児･AYA世代のがん･高齢者のがん･希少がん 計画Ｐ51-52
（３）新たな治療法(がんゲノム医療･先進的な放射線治療)の活用 計画Ｐ52
（５）緩和ケアの推進 計画Ｐ54-55

現状･課題

◆高齢者のがん、希少がん、難治性がんについては、それぞれの特性に応じた対策が必要。
◆大阪において、重粒子線治療施設やBNCT（ホウ素中性子捕捉療法）治療施設が開設され、最先
端のがん治療の提供が期待される。

◆緩和ケアについて広く府⺠に対する普及啓発を図るとともに、提供体制の充実、緩和ケア研修
会の受講促進等に努める必要がある。

本年度の
取組

《新たな治療法》
■がん診療連携協議会がんゲノム医療部会と連携し、府内がんゲノム医療の連携体制の構築を推進。
《緩和ケアの普及啓発、人材育成》
■緩和ケア普及啓発事業・人材養成事業を実施。
■緩和ケア研修修了者に対するフォローアップ研修を実施。
■アドバンス・ケア・プランニング研修を実施。
■令和６年３月末までに、府拠点病院において緩和ケア研修会受講率が90%以上となることを目標とし
た計画書を各府拠点病院において作成。

《質の高い緩和ケア提供体制の確保》
■がん診療拠点病院機能強化事業において、がん診療連携拠点病院における緩和ケアセンターの整備等、
緩和ケア推進にかかる費用を補助。

今後の
取組予定
（調整中）

《課題》
■医療従事者に対するがんゲノム医療の知識の普及。
■緩和ケアに関する正しい知識の更なる普及。
■在宅緩和ケア及びアドバンス・ケア・プランニングに関する医療従事者の知識の習得・向上。
■緩和ケア研修受講後の医療従事者の知識の向上。
■府拠点病院における緩和ケア研修受講率向上。
《次年度の取組》
■大阪府がん診療連携協議会や拠点病院と連携し、がんゲノム医療提供体制の充実を図る。
■緩和ケアの普及啓発を行うとともに、人材養成研修、緩和ケア研修フォローアップ研修、アドバン
ス・ケア・プランニング研修を実施。

■府拠点病院における緩和ケア研修会受講率向上に向けた取組みをがん診療連携協議会と連携し実施

最終予算(案) 緩和医療についての正しい知識の普及事業(3,629千円)、緩和医療に携わる人材養成等事業（5,937千円）
がん診療連携拠点病院機能強化事業（133,316千円）等

本年度評価
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概ね予定どおり
個別目標 計画策定時の状況 現在の状況 2023年度

の目標

１ がん相談支援センターの認知度
【がん患者ニーズ調査】

82％
【平成28（2016）年度】

88.9％
【令和元（2020）年

度】
100％

モニタリング指標 計画策定時の状況 現在の状況

1 がん相談支援センターの相談件数
【がん診療拠点病院現況報告】

80,140件／64病院
（小児がん除く）

【平成28（2016）年】

100,088件／66病院
（小児がん除く）

【令和３（2021）年】

２ 患者支援の充実
（１）がん患者の相談支援 計画Ｐ56
（２）がん患者への情報提供 計画Ｐ57
（３）就労支援等のがんサバイバーシップ支援 計画Ｐ57ｰ58

≪第３期大阪府がん対策推進計画における個別目標及びモニタリング指標≫

概ね予定どおり

現状･課題

◆がん診療拠点病院のがん相談支援センターの利用促進につながる取組みが必要。
◆がんに関する情報があふれる中で、その地域において、がん患者や家族が確実に必要とする情報にアク
セスできる環境整備が求められている。

◆働く世代では、がん治療と仕事の両立など就労支援が求められている。
◆高齢者世代においては、人生の最終段階における医療に係る意思決定支援などが必要となっている。

本年度の
取組

《がん相談支援センターの機能強化、周知と利用促進》
■がん相談支援センター相談支援員向けに研修会を実施。
■がん診療施設の設備整備に係る補助金において、がん相談支援センターの環境整備に要する
費用を補助。

《就労支援等のがんサバイバーシップ支援》
■府教育庁において府⽴⾼校に在籍する⻑期⼊院中の⽣徒への学業⽀援を実施。また、⼊院中の⼩児・AYA世代のが
ん患者への学習活動支援や通信機器の活用による外部とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図るための環境整備費等に対し助成（6病
院）。

■AYA世代への支援に関する市町村や関係機関向けセミナーを開催。
■府商工労働部と連携して、企業向けセミナーの両立支援セミナーを実施。
《新たな課題への対応》
■小児がん患者を対象とした重粒子線治療の助成制度を運用。
■がん相談支援センター相談支援員向け研修会を、アピアランスケアをテーマに実施。
■アピアランスケアに取り組む企業等の活動内容の登録・発信にむけた仕組みの構築。

今後の
取組予定
（調整中）

《課題》
■多様なニーズに対応できる相談体制充実、相談支援センターの利用促進、がんに関する情報発信の強化
■治療と仕事の両立支援に関する積極的な普及啓発。
■アピアランスケアの支援体制の強化
《次年度の取組》
■患者等のニーズを踏まえた相談員向け研修会を実施、がん相談支援センターの機能強化。
■関係機関との連携し就労支援に関する啓発を実施。
■アピアランスケアに取り組む企業等の活動内容を収集・整理し、大阪府ホームページに好事例として登録・発信

最終予算(案) がん診療連携拠点病院機能強化事業（133,316千円）、小児・AYA世代のがん患者支援事業（1,500千円）
大阪府がん患者等妊孕性温存治療費等助成事業（29,870千円）がん医療提供体制等充実強化事業（50,572千円）

本年度評価
概ね予定
どおり
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概ね予定どおり

モニタリング指標 計画策定時の状況 現在の状況

１
がん対策基金による企画提案型
公募事業累積採択延べ件数
【大阪府調べ】

平成25（2013）年度：４件
平成26（2014）年度：７件
平成27（2015）年度：10件
平成28（2016）年度：12件
平成29（2017）年度：12件

延べ45件

平成30（2018）年度：11件
令和元（2019）年度：６件
令和２（2020）年度：※0件

※コロナの影響により事業中止
令和３（2021）年度：２件
令和4（2022）年度：３件

延べ6７件

２ がん検診受診推進員認定数
【大阪府調べ】

3,978人
【平成29（2017）年3月】

6,589人
【令和４年（2022）3月】

３
患者会、患者支援団体及び患者
サロンの数
【大阪府調べ】

患者会及び患者支援団体：36団体
患者サロン：58病院

【平成29（2017）年7月】

患者会及び患者支援団体：36団体
【令和4（2022）年7月】
患者サロン：55病院

【令和4（2022）年7月】

３ がん対策を社会全体で進める環境づくり
（１）社会全体での機運づくり 計画Ｐ59
（２）大阪府がん対策基金 計画Ｐ59
（３）がん患者会等との連携推進 計画Ｐ60

≪第３期大阪府がん対策推進計画におけるモニタリング指標≫

概ね予定どおり

現状･課題
◆がん対策を社会全体で推進するためには、医療関係団体や医療保険者、患者会及び患者支援
団体、企業、マスメディアなど、社会全体で、がん患者や家族への理解を深める普及啓発や
支援体制の構築が必要。

◆大阪府がん対策基金の効果的な活用や、がん患者団体等との連携を図る必要がある。

本年度の
取組

《社会全体でがん対策を進める機運醸成》
■がん診療連携協議会や医療関係団体、企業等と連携したオンラインセミナー等による
府⺠への啓発を実施。

■連携企業におけるがん検診受診推進員の養成及び推進員による啓発を実施。
《大阪府がん対策基金》
■令和４年度寄附額1,338千円（R4.11末時点）寄附総額77,689千円（H24〜R4.11末）
■寄附金を活用し、がん検診の普及啓発資材の作成等を実施。
《がん患者会等との連携推進》
■患者会や患者サロンの情報について、地域の療養情報冊子及び別冊、ホームページを改訂し、
府内の拠点病院等へ配布。

今後の
取組予定
（調整中）

《課題》
■社会全体でがん対策を進めていく更なる機運醸成
■がん患者・家族を支援するための体制構築
《次年度の取組》
■がん診療連携協議会や関係団体等と連携して啓発等を実施するとともに、がん検診受診推進員の養
成に努めるなどにより社会全体の機運醸成を図る。

■がん対策基金の寄附の拡大に努めるとともに、寄附等を活用して患者団体等の活動を支援。
■大阪がん患者団体協議会及び関係者との継続的な意見交換を行い、がん対策の推進に努める。

最終予算
(案) がん検診普及事業（1,504千円）、緩和医療についての正しい知識の普及事業（3,629千円）等

本年度評価
概ね予定
どおり
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